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　毎年３月は自殺対策強化月間です。日本の自殺者は減少傾向ですが、
毎年２万人を超える人が亡くなっています。
　鬼北町の自殺の状況は、平成22年～令和元年までの10年間で25人が
亡くなっています。そのうち50代・80代以上の男性、60代の女性が多く、
性別では男性が約７割を占めています。
　自殺を考える人は、「死にたいけれど生きたい」といった矛盾する感情
が振り子のように繰り返されます。その迷いが以下の自殺のサインとなっ
て現れます。

自殺のサインとは
□�いつもより疲れている、眠れていない、食欲がない、イライラしている、
仕事の集中力がないなど、生活面の変化が見られる。
□�「死にたい」「自分には価値がない」「つらくて仕方がない」など、直
接自殺をほのめかしたり、つらさを訴える。
□リストカット、過量服薬などの実際死に至らない程度のそぶりをする。
□今まで元気がなかったのが、急に積極的な態度がみられる。
□身辺の整理をする。　□酒量が増える。
自殺予防としてできること
　自殺予防として大切な考え方は、「死
にたい人の心をいかに（再び）社会につ
なぎ止めるか」です。それは多くの自殺
者が周囲に気付かれず、人知れず本人一
人で死ぬことを決め突然亡くなることが
多いからです。
　いかに周囲の人が自殺サインに気付
き、複数の相談者や支援者につなげられ
るかが命を救う大きな一歩となります。
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新型コロナワクチン
３回目追加接種について

　町内でも１月から新型コロナワク
チンの３回目追加接種が始まってお
ります。
　ご承知のとおり、年初より愛媛県
内でも新型コロナウイルスの爆発的
な感染拡大がみられました。感染の
主体となったオミクロン株は、重症
化率は低いものの、感染力は従来の
数倍と言われ、感染者の数が増えれ
ば中等症以上の重篤な状態に陥る方
の数も増えてきます。また、今後さ
らに変異株が出現し、再度重症化リ
スクが高まる可能性もあります。
　残念ながら現在のワクチンでは感
染自体を完全に防ぐことは困難です
が、重症化を防ぐ効果は期待できま
す。国の対策としても可能であれば
出来る限り前倒しをして３回目の接
種を受ける方向で進んでいます。町
から３回目の接種申込みが届いた方
は、なるべく早めに予約申込みの手
続きをお願いいたします。

県こころといのちの
〇ほっとダイヤル（電話相談）
　平日17時～翌日９時
　休日24時間
☎0120－188－556

〇ライン相談（ＳＮＳ相談）
　日・水・木曜日
　18時～ 22時


